
 

 

Ⅸ  申請書・添付書類の記入例  

 
様式第五（第五十五条関係）  

許    可 

解体業        申請書 

許可の更新 

 

※許 可 番 号  

※許可年月日   

令和○年○○月○○日 

福 島 市 長 

 

（郵便番号）９６０－８６０１ 

住   所 福島県福島市五老内町○番○号  

氏   名 株式会社 福島市役所自動車工業  

代表取締役  ○○○○   

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）  

電話番号 ○○○－○○○－○○○○  

 

 

  使用済自動車の再資源化等に関する法律第６１条第１項の規定により、必要な

書類を添えて解体業の許可（許可の更新）を申請します。 

 

事業所の名称及び所在地  

  

名  称 

①株式会社 福島市役所自動車工業本社 

②株式会社 福島市役所自動車工業鎌田支店  

 

所在地 

①〒960-8601 

福島県福島市五老内町○番○号  電話番号○○－○○－○○○○ 

②〒960-0102 

福島県福島市鎌田字××○－○  電話番号○○－○○－○○○○  

事業の用に供する施設の概要   別紙、事業所の施設を明らかにする図面等のとおり  

 

他に解体業又は破砕業の許可

（ 他 の 都 道 府 県 の も の を 含

む。）を有している場合にあっ

ては、その許可番号（申請中

の場合にあっては、申請年月

日） 

 

都道府県・市名  

許可番号（申請中の場合に  

あっては、申請年月日）  

宮城県 解体業 

令和○年○月○日 

申請中 

他に廃棄物処理法に基づく産

業廃物処理業の許可（他の都

道府県のものを含む。）を有し

ている場合にあっては、その

許可番号（申請中の場合にあ

っては、申請年月日）  

 

都道府県・市名  

許可番号（申請中の場合に  

あっては、申請年月日）  

福島県 産業廃棄物収集運搬業  

△△○○年○月○日 
１００７××××××× 

押印省略  

可能です。 



 

 

解体業を行おうとする事業所

以外の場所で使用済自動車又

は解体自動車の積替え又は保

管を行う場合には、当該場所

の所在地、面積及び保管量の

上限 

株式会社 福島市役所自動車工業  

使用済自動車保管場  

所在地：福島市五老内町△番△号  

面積：２００㎡、  

保管量上限：使用済自動車５０台（３００㎥） 

役員の氏名及び住所（業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる

者をいい、相談役、顧問その他いかなる名称を有する者であるかを問わず、法人

に対し業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる者と同等以上の

支配力を有するものと認められる者を含む。法人である場合に記入すること。）  

 
（ふりがな）  

氏    名 

 

役職名 

 

住     所 

○
ふ

○
り

○
が

○
な

 

 

 

○
ふ

○
り

○
が

○
な

 

代表取締役  

(生年月日  

○ 年 ○ 月 ○ 日

生) 

監査役 

（生年月日  

○ 年 ○ 月 ○ 日

生) 

福島市五老内町○○○  

(本籍：○○市○○ ) 

 

東京都千代田区○○  

(本籍：○○町○○）  

令第５条に規定する使用人の氏名及び住所（当該使用人がある場合に記入するこ

と。） 

 
（ふりがな）  

氏    名 

 

役職名 

 

住     所 

○
ふ

○
り

○
が

○
な

 

 

鎌田支店長 

(生年月日  

○ 年 ○ 月 ○ 日

生) 

福島市○○○  

(本籍：福島市○○○） 

法定代理人の氏名及び住所（未成年者であり、かつ、その法定代理人が個人であ

る場合に記入すること。）  

 
（ふりがな）  

氏    名 

 

役職名 

 

住     所 

なし 

 

  

法定代理人の名称及び住所並びにその代表者の氏名（未成年者であり、かつ、その

法定代理人が法人である場合に記入すること。）  

  

名  称 

 

 

 

 

 

（ふりがな）  

代表者の氏名  

 

 

住  所 

 

（郵便番号）  

 

電話番号  



 

 

 

法定代理人の役員の氏名及び住所（業務を執行する社員、取締役、執行役又はこ

れらに準ずる者をいい、相談役、顧問その他のいかなる名称を有する者であるか

を問わず、法人に対し業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる

者と同等以上の支配力を有するものと認められる者を含む。未成年者であり、か

つ、その法定代理人が法人である場合に記入すること。） 

 
（ふりがな）  

氏    名 

 

役職名 

 

住     所 

 

 

 

  

発行済株式総数の１００分の５以上の株式を有する株主又は出資の額の１００分

の５以上の額に相当する出資をしている者（法人である場合において、当該株主

又は出資をしている者があるときに記入すること。） 

 
（ふりがな）  

氏名又は名称  

 

住   所 

保 有 す る 株 式

の数 

又 は 出 資 の 金

額 

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

北信支所
ほ くしん しし ょ

 

○
ふ

○
り

○
が

○
な

 

(生年月日  

○年○月○日生) 

福島市○○  

福島市○○○  

(本籍：福島市○○） 

200 株(割合○%) 

150 株(割合○%) 

 

標準作業書の記載事項  

 

使用済自動車及び解体自動車

の保管方法  

別紙、標準作業書写しのとおり  

（注：標準作業書の作成については手引き p17 を参照）  

廃油及び廃液の回収、事業所

からの流出の防止及び保管の

方法 

別紙、標準作業書写しのとおり  

使用済自動車又は解体自動車

の解体の方法（指定回収物品

及び鉛蓄電池等の回収の方法

を含む。）  

別紙、標準作業書写しのとおり  

油水分離装置及びためます等

の管理の方法（これらを設置

する場合に限る。）  

別紙、標準作業書写しのとおり  

使用済自動車又は解体自動車

の解体に伴って生じる廃棄物
別紙、標準作業書写しのとおり  



 

 

（解体自動車及び指定回収物

品を除く。）の処理の方法 

使用済自動車又は解体自動車

から分離した部品、材料その

他の有用なものの保管の方法  

別紙、標準作業書写しのとおり  

使用済自動車及び解体自動車

の運搬の方法  
別紙、標準作業書写しのとおり  

解体業の用に供する施設の 

保守点検の方法  
別紙、標準作業書写しのとおり  

火災予防上の措置  別紙、標準作業書写しのとおり  

△手数料欄  

 

備考 １ △印の欄は、記入しないこと。  

２ ※印の欄は、更新の場合に記入すること。  

３  事業所が複数ある場合には、「事業所の名称及び所在地」及び「事業の用に 

供する施設の概要」の欄を繰り返し設け、事業所ごとに記載すること。  

４  「事業の用に供する施設の概要」の欄については、当該施設の構造を 

明らかにする図面等を添付することでも可能とする。  

５  「役員の氏名及び住所」の欄その他の氏名又は名称及び住所の記載を要する 

各欄については、該当するすべての者を記載することとし、記載しきれ

ないときは、この様式の例により作成した書面に記載して、その書面を

添付すること。  

６ 「標準作業書の記載事項」の欄については、当該標準作業書の全文の

写しを添付することでも可能とする。  

７ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。  
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（様式第２－１号） 

事業所の施設の概要書（解体施設）  

事業所の名称・所在地 
株式会社福島市役所  本社       

（注  ：事業所ごとに作成する。）  

 

 

 

処 

 

理 

 

施 

 

設 

 

の 

 

概 

 

要 

作業設備の項目  

①使用済自動車保管施設  

②解体施設  

③解体自動車保管施設  

施設の構造及び  

設備の概要  

①工場内―区画、工場全周囲に囲い・門扉、床面 :鉄筋コ

ンクリート造り  

②整備工場建屋内、床面：鉄筋コンクリート造り  

③工場内―区画、工場全周囲に囲い、床面：土間  

廃油・廃液等の地下  

浸透防止対策  

床面が鉄筋コンクリート、厚さ２０ｃｍ。一部重機を使用する床面は  

鉄板敷き

鉄板厚：１．５ｃｍ。解体作業場・取外し部品の保管場は、 

建屋内（鉄筋幸造、スレート屋根、波板トタン壁面）  

廃油・汚染雨水等の  

外部流出防止対策 
排水溝を設けて油水分離槽を経て排水、油水分離槽：容積２００ 

リットル、３槽分離  

廃棄物処理基準に基  

づく生活環境の保全 
上支障防止対策（飛  

散・流出、悪臭・騒  

音･振動、衛生害虫、  

地下浸透、地下水汚  

染等の防止対策）  

飛散防止：工場全周囲に囲い（コンクリート塀・高さ２ｍ、

一部ネットフェンス･ 高さ１．５ｍ、出入口はアルミ製門

扉・高さ１ｍ）  

流出防止：工場外及び屋根の降雨は雨水排除溝により排

水、場内降雨は  排水溝から油水分離槽（容量２００  L、

３槽）を経て排水  

悪臭防止：悪臭の発生するものは取り扱わない  

騒音・振動・衛生害虫の発生：標準作業書により解体処理

機械または施設全体の維持管理をして対応する  

地下浸透防止：廃油、廃液を取扱う床面は鉄筋コンクリー

ト造り  

（厚さ２０㎝） 

処

理

前

後

の

保

管

施

設  

保管の対象物 使用済自動車  解体自動車 

保管施設の面積（㎡） ４０㎡  ３０㎡  

保管量の上限（㎥）  ２０台(㎥) ３０台(㎥) 

保管の高さ（ｍ）  １ｍ、（１段積み）  ３ｍ、（２段積み）  

設備の概要（囲い、  

門扉の構造等）  

工場内一区画、工場全周囲

に囲い、  

床面：鉄筋コンクリート、

厚さ２０㎝土間  

工場内一区画、工場全周囲に

囲い、  

床面：土間  

取

外

部

品  

 ・ 

廃

棄

物

の

保

管  

保管の対象物 
リ ユ ー ス 部

品 

タイヤ バッテリー 廃 エ ン ジ ン

類 

保管施設の面積（㎡） ２０ ３ １ ９ 

保管量の上限（㎥）  ２０ ６ １ ４．５ 

保管の高さ（ｍ）  適用外 ２ １ １．５ 

設備の概要（囲い、  

門扉の構造等）  

専 用 倉 庫 に

ラ ッ ク を 使

用して保管 

保 管 ヤ ー

ド、３面コ

ン ク リ ー

ト ブ ロ ッ

ク造り 

鋼 鉄 製 コ ン

テナ 

工 場 内 一 区

画 

屋根なし、床

面 

コ ン ク リ ー

ト 



 

 

土

地

の

概

要  

字 名 地 番 面 積 地目 
土地所有者の氏名及び住

所 
使用権 

○○ 
２ 番

地 
２５ 宅地 株式会社○○不動産  借用 

○○ 
３ 番

地 
３００ 宅地 株式会社福島市役所 自己所有 

○○ 
６ 番

地 
１００ 雑種地 △△△ 借用 



 

 

（記入例様式第３号）  

（第１面） 

事業計画書及び収支見積書  

令和○年○○月○○日現在作成 

１－１ 事業の全体計画（業務を行う時間、従業員数、休業日、扱う車種（乗用

車、大型車）を含む。） 

フロン類回収業者  

↓引取 

使用済自動車の運搬  

↓ 

使用済自動車の保管    （産廃収運業委託）  

↓ 

解体  エアバック類の回収  → 保管 → 運搬（自己） → 

↓    → メーカー引取所（名称○○・所在地○○）  

↓ 廃油・廃液の回収  → 保管 → 運搬（産廃収運業委託：名称・所在地）  

↓    → 処理の委託（処理業者○○・所在地○○）  

↓ タイヤ・バッテリー → 保管 → 運搬（指定広域収運業：名称・所在地）  

↓    → 指定広域処理業者（名称○○・所在地○○）  

↓ リユース部品類 → 保管 → 運搬（自己） → 

↓    → 自己販売、インターネット市場へ委託販売（名称○・所在地○）  

↓ 

解体自動車の保管  

↓ 

解体自動車の運搬  （自己運搬） 

↓引渡し 

破砕業者                                         

（フロー略図を添付）  

勤務時間  9：00～  18：00 従業員数  ３０人 休業日 毎週日曜日  

 

１－２ 解体業：使用済自動車（破砕業：解体事業者）等の受入れ実績及び計画  

年   度 ○年度実績 

（３年前） 

○年度実績 

（２年前） 

○年度実績 

（１年前） 

許可取得後の 

年間計画 

受入台数 ４００台 ６００台 １，０００台 １，０００台 

 

主な受入先 

○○自動車  

○○整備工場  

○○中古車商会  

○○自動車  

○○整備工場  

○○中古車商会  

○○自動車  

○○整備工場  

○○中古車商会  

○○自動車  

○○整備工場  

○○中古車商会  

 

１－３ 解体（破砕）実績  

年   度 ○年度実績 

（３年前） 

○年度実績 

（２年前） 

○年度実績 

（１年前） 

年間処理実績 ２００台 ６００台 １，０００台 

年間稼働日数 ２００日 ２００日 ２００日 

平均処理実績     １台／日     ３台／日     ５台／日 

申 請 日 と 同 日 に し て く だ

さい。  



 

 

（第２面） 

１－４ 解体（破砕）能力  

１日当処理能力 稼動予定日数  年間処理能力  

５台／日 ２００日 １，０００台 

 

１－５ 保管の状況 

解体業：使用済自動車  

破砕業：解体自動車  

解体業：解体自動車  

破砕業：ＡＳＲまたは処理物  

保管場の上限 ２０台(㎥) 保管量の上限 ３０台(㎥) 

現在の保管量 １０台(㎥) 現在の保管量 １５台(㎥) 

 

１－６ 年間収支見積書          令和○年○○月○○日現在作成 

項目 

 

 

（千円） 

前年度（ ○○年） 

（決算月（ ３月）） 

今後の見込み  

（年間） 

年度 （１台当） 年度 （１台当） 

２９年度  ３０年度  

売上高（全体） ア（総売

上収入） 

２０，０００  ２０  ３０，０００  ３０  

売上原価 ｲ（購入

費等） 
３，０００  ３  １，０００  １  

経費 

 

うち廃棄物 

処理委託費 

ウ  ７，０００  ７  ９，０００  ９  

エ  ４，０００  ４  ７，０００  ７  

営業利益 ｵ=ｱｰｲｰｳ １０，０００  １０  ２０，０００  ２０  

営業外利益 ｶ ２，０００  ２  ２，０００  ２  

経常利益 ｷ=ｵ+ｶ １２，０００  １２  １８，０００  １８  

解体自動車等 

年間引取台数 

 １，０００   １，０００   

解体自動車等 

年間処理台数 

 １，０００   １，０００   

 

（参考） 

 前年度末 現在 

負債総額（年度末残高）  (千円） ５００ １，０００ 

(注） １ 「１台当」額は、売上原価は引取台数で、その他は処理台数で割ること。 

２  支払利息のみの場合又は支払利息が受取利息より多い場合はマイナスで

計上すること。  

 

申請日と同日にしてください。  



 

 

様式第七（法律様式第七関係）  

 

解体業変更届出書  

令和○年○○月○○日 

福 島 市 長 

 

               （郵便番号）９６０－８６０１  

                住  所 福島県福島市五老内町３－１  

                氏  名 株式会社福島市役所  

                      代表取締役 福島  太郎   

                                   （法人にあっては、名称及び代表者

の氏名） 

                電話番号 ○○○－○○○－○○○○  

△△○○年○月○日付け第２１２４３００９９９９号で許可を受けた以下の

事項について変更したので、使用済自動車の再資源化等に関する法律第６３条第

１項の規定により、必要な書類を添えて届け出ます。  

 

 

 

 

変更の内容 

 

 

新 旧 
 

例１  福島県福島市五老内町 3-1 

例２  代表取締役  福島  太郎  

例３  取締役  福島三郎  

取締役  福島五郎  

例４  事業所  

①福島営業所    

②鎌田営業所 (福島市鎌田字○

○ ) 

 

 

例１  福島県福島市五老内町 1-25 

例２  代表取締役  福島  次郎  

例３  取締役  福島三郎  

取締役  福島四郎  

例４  事業所  

①福島営業所  

②本内営業所 (福島市本内字○

○ ) 

 

 

 

変更の理由 

 

 

 

例１  令和○年○月○日付けで本社住所を変更  

例２  令和○年○月○日付けで代表取締役を変更  

例３  令和○年○月○日付けで取締役「福島四郎」が退任し、  

取締役「福島五郎」が就任  

例４  令和○年○月○日付けで「本内営業所」を廃止し、「鎌田営業所」

を新設  

 

備考  用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

  

窓 口 で 記 入 内 容 の 確 認 を 受

けた後に記入してください。 

住 所 の 変 更 を 届 け 出 る

場合は、新住所を記入し

てください。  

代 表 者 の 変 更 を 届 け 出

る場合は、新代表者の氏

名を記入してください。 

お 手 元 の 許 可 証 を 見 なが ら 記 入

してください。記入方法がよく分

からない場合は記入せず、許可証

を窓口にお持ちください。  

押印省略  

可能です。 


